
　
笠
間
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
概
ね
就
農

後
五
年
以
下
の
新
規
就
農
者
を
対
象
と
し

た
農
業
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
九
月
二
四
日
に
第
三
回
講
座
を
笠
間
地

域
就
農
支
援
協
議
会
と
合
同
で
開
催
し
、

新
規
就
農
者
等
一
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訪
問
先
の
観
光
農
園「
い
ち
ご
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

（
常
陸
大
宮
市
）
は
茨
城
県
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種
イ
チ
ゴ
「
ひ
た
ち
姫
」
の
専
門
店
。

農
業
経
営
士
の
早
川
重
男
氏
よ
り
ブ
ラ
ン

ド
力
育
成
と
、
研
修
生
の
受
け
入
れ
等
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
講
話
を
聞

き
ま
し
た
。
非
農
家
出
身
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
ご
自
身
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
新
規
就

農
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
目
線
で

語
っ
て
い
た
だ
き
、
受
講
者
か
ら
は
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
道
の
駅
常
陸
大
宮
か
わ
プ
ラ
ザ

へ
移
動
し
、
大
山
駅
長
よ
り
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
道
の
駅
経
営
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
笠
間
で
も
道
の
駅
開
設

を
来
年
秋
に
控
え
、
出
荷
を
視
野
に
入
れ

た
受
講
者
に
と
っ
て
有
益
な
話
が
聞
け
た

よ
う
で
す
。

　
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
新
規
就
農
者
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
規
就
農
者
の
た
め
の
農
業
講
座

先
進
地
視
察
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
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農地中間管理事業を活用し、農地の集積・集約を図りましょう



　
十
月
七
日
、
笠
間
市
南
友
部
の
入

や
な
わ
ぁ
工
房
で
栗
の
温
湯
処
理
に

よ
る
殺
虫
方
法
の
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
栗
を
五
〇
度
の
温
湯
に

三
〇
分
間
浸
漬
さ
せ
た
あ
と
、
水
道

水
で
冷
却
し
、
扇
風
機
で
乾
燥
さ
せ

る
処
理
を
実
演
し
ま
し
た
。

　
手
間
が
か
か
る
、
収
穫
し
た
栗
の

状
態
や
そ
の
日
の
温
度
・
湿
度
で
処

理
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
く
る
な
ど
の

難
し
さ
が
あ
る
一
方
で
、
お
客
様
の

安
心
・
安
全
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
こ
の
処
理
方
法

を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
入
や
な

わ
ぁ
工
房
の
橋
本
さ
ん
は
、
生
栗
や

栗
の
加
工
品
を
直
売
す
る
こ
と
で
、

生
産
者
の
思
い
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
笠
間
市
は
八
月
二
十
五
日
に
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
水
戸
支
社
と
Ｊ
Ａ
常

陸
と
と
も
に
、「
笠
間
栗
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
設
立
準
備
協
議
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　「
日
本
一
の
栗
産
地
」
を
目
指

し
生
産
拡
大
に
取
り
組
む
笠
間
市

と
、
栗
の
出
荷
・
販
売
に
係
わ
る

Ｊ
Ａ
、
販
売
網
を
も
つ
Ｊ
Ｒ
の
三

者
が
連
携
し
、
栗
に
関
す
る
六
次

産
業
化
（
生
産
・
加
工
・
流
通
）

主
体
の
新
法
人
設
立
と
栗
加
工
施

設
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
の
中
で
笠
間
の
栗
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
付
加
価
値
向
上
、

生
産
者
の
所
得
向
上
に
向
け
て
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
記

：

笠
間
市
農
政
課
）

　
普
及
セ
ン
タ
ー
に
は
毎
年
四
～
五

月
に
水
稲
苗
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
基
本
的

な
苗
不
調
予
防
対
策
に
つ
い
て
述
べ

ま
す
。

●
種
子
消
毒
の
徹
底

　
必
ず
消
毒
種
子
を
使
用
し
ま
す
。

●
温
度
、
湿
度
に
注
意

　
育
苗
機
で
出
芽
さ
せ
る
場
合
に
は
、

温
度
が
三
〇
℃
を
超
え
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
育
苗
中
は
昼
は
二
〇
～

二
五
℃
、
夜
は
一
五
℃
を
目
安
に
管

理
し
ま
す
。
三
〇
℃
以
上
で
は
籾
枯

細
菌
病
が
、
一
〇
℃
以
下
で
は
ピ
シ

ウ
ム
菌
等
に
よ
る
苗
立
枯
病
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
多
湿
条
件
で
は
苗
が
徒
長
し
、
苗

立
枯
病
や
籾
枯
細
菌
病
が
発
生
し
や

す
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

風
通
し
を
良
く
し
、
水
を
や
り
す
ぎ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。
夕
方
に
土

が
少
し
乾
い
た
程
度
で
あ
れ
ば
、
翌

朝
の
潅
水
で
大
丈
夫
で
す
。

　
も
し
育
苗
中
に
葉
枯
れ
の
症
状
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
早
め
に
普
及
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
笠
間
地
域
で
「
食
べ
チ
ョ
ク
」
や

「
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ
」
等
の
農
産

物
ネ
ッ
ト
販
売
に
取
り
組
む
生
産
者

が
主
体
と
な
り
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、「
笠
間
地
域
で

ネ
ッ
ト
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
る
人

ど
う
し
で
情
報
交
換
を
す
る
場
を
設

け
た
い
」
と
い
う
思
い
の
元
に
開
催

し
、
七
名
の
生
産
者
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
自
己
紹
介
の
後
、
各
々
の
取
組
状

況
を
報
告
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
こ
の
よ
う
な
機

会
は
無
い
の
で
話
を
聞
け
て
勉
強
に

な
っ
た
。」、「
今
後
の
取
り
組
み
の

参
考
に
な
っ
た
。」
等
の
意
見
が
あ

り
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

笠
間
栗
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

設
立
準
備
協
議
会
を
設
立

間
市
の
動

笠

き

笠
間
栗
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

設
立
準
備
協
議
会
を
設
立

笠
間
地
域
ネ
ッ
ト
販
売
研
究
会
が

第
一
回
研
修
会
を
開
催

栗
の
温
湯
殺
虫
処
理
研
修
会
を
開
催
　

病
気
に
な
ら
な
い
水
稲
育
苗
管
理

（左から）ＪＡ常陸・森代表理事
専務、笠間市・山口市長、ＪＲ東
日本・小川執行役員水戸支社長
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県内で農機具盗難が多発。機械は倉庫へ、鍵は別にして保管しましょう



　
城
里
町
下
古
内
の
清
音
寺
本
堂

に
お
い
て
六
月
二
四
日
、
水
戸
藩

二
代
藩
主
の
徳
川
光
圀
が
愛
飲
し
、

名
付
け
た
と
さ
れ
る
「
初
音
茶
」

の
試
飲
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
生
産
組
合
を
は
じ
め
、
県

や
町
の
関
係
者
四
六
人
が
出
席

し
、「
初
音
茶
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。

住
職
か
ら
「
初
音
茶
」
の
歴
史
的

背
景
を
お
話
い
た
だ
き
、
茨
城
キ

リ
ス
ト
教
大
学
の
川
上
美
智
子
名

誉
教
授
か
ら
は
、
甘
み
も
あ
る
が

苦
渋
味
の
強
い
特
徴
的
な
味
と
講

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
「
初
音
茶
」
を
通
し
て
、

古
内
地
区
の
振
興
、
古
内
茶
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
城
里
町
で
は
、
今
後
も
町
内

農
産
物
の
販
売
促
進
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
記

：

城
里
町
農
業
政
策
課
）

　
ク
ス
サ
ン
は
、
こ
こ
数
年
で
茨
城

県
内
で
の
発
生
が
急
増
し
て
い
る
、

ク
リ
の
葉
を
食
害
す
る
害
虫
で
す
。

ひ
ど
い
と
き
に
は
、
樹
が
丸
坊
主
に

さ
れ
、
収
穫
皆
無
と
な
り
ま
す
。
冬

季
の
管
理
を
徹
底
し
て
、
ク
ス
サ
ン

を
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

　
冬
季
の
せ
ん
定
時
に
ほ
場
を
見
回

り
、
枝
の
分
岐
点
な
ど
に
ク
ス
サ
ン

の
卵
塊
が
産
み
付
け
ら
れ
て
い
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
卵
塊
を
処
分

す
る
こ
と
で
、
翌
年
の
ク
ス
サ
ン
幼

虫
の
発
生
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
卵
塊
は
、
木
槌
な
ど
で
叩
き
潰
す

か
、
持
ち
出
し
て
適
正
に
処
分
し
ま

す
。
そ
ぎ
落
と
し
て
ほ
場
内
に
放
置

す
る
と
、
翌
年
に
孵
化
し
て
樹
上
に

戻
っ
て
く
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
は
、
キ
ク
や
ト
マ

ト
、
ナ
ス
な
ど
、
多
く
の
花
き
類
や

野
菜
類
を
食
害
し
、
品
質
を
低
下
さ

せ
ま
す
。
果
実
を
食
害
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
新
芽
に
潜
り
こ
ん
で
生
長

点
を
食
べ
る
な
ど
、
被
害
が
目
で
確

認
し
づ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
数
年
前
か

ら
、
笠
間
市
内
の
キ
ク
ほ
場
に
お
い

て
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
成
虫
の
誘
殺
数
を

調
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
年

に
も
よ
り
ま
す
が
、
概
ね
六
月
下
旬

頃
か
ら
発
生
し
始
め
、
七
月
下
旬
か

ら
十
月
中
旬
に
か
け
て
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
防
除
に
つ
い
て
は
、
幼
虫
が
老
齢

に
な
る
ほ
ど
薬
剤
の
効
果
が
劣
る
の

で
、
早
期
発
見
で
、
若
齢
幼
虫
の
う

ち
に
防
除
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
特
に
多
く
発
生
す
る
八
月

か
ら
十
月
を
中
心
に
、
定
期
的
な
防

除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
歴
史
を
感
じ
る
お
茶

　
　「
初
音
茶
」
試
飲
会

　
歴
史
を
感
じ
る
お
茶

　
　「
初
音
茶
」
試
飲
会

オオタバコガ成虫

笠
間
市
内
に
お
け
る

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
の
発
生
状
況

城
里
町
の
動
き

クスサンの卵塊

ク
ス
サ
ン
の
冬
季
防
除

オオタバコガ幼虫

オオタバコガ幼虫

〔3〕

ストップ農作業事故！安全確認を忘れずに行いましょう



●
就
農
相
談
窓
口
●

　
七
月
二
日
、
令
和
二
年
度
茨
城
県

農
業
三
士
の
認
定
・
退
任
式
が
茨
城

県
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
管
内
か
ら
は
青
年
農
業
士
と
し
て

江
幡
淳
氏
（
城
里
町
上
入
野
）
が
知

事
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
を
も
っ
て
、

女
性
農
業
士
の
高
安
智
子
氏
（
城
里

町
上
古
内
）
と
青
年
農
業
士
の
橘
陽

平
氏
（
笠
間
市
押
辺
）、
河
原
井
大

介
氏
（
城
里
町
小
坂
）
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
長
い
間
の
御
活
躍
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
笠
間
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
六
ー
七
二
ー
〇
七
〇
一

●
笠
間
市
農
政
課

　

℡
〇
二
九
六
ー
七
七
ー
一
一
〇
一

●
笠
間
市
農
業
委
員
会

　

℡
〇
二
九
九
ー
三
七
ー
六
六
一
一

●（
一
財
）笠
間
市
農
業
公
社

　

℡
〇
二
九
六
ー
七
三
ー
六
四
三
九

●
城
里
町
農
業
政
策
課

　

℡
〇
二
九
ー
二
八
八
ー
三
一
一
一

●
城
里
町
農
業
委
員
会

　

℡
〇
二
九
ー
二
八
八
ー
三
一
一
一

●
Ｊ
Ａ
常
陸
笠
間
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
六
ー
七
四
ー
四
七
〇
五

●
Ｊ
Ａ
水
戸
北
部
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
ー
二
八
九
ー
二
七
一
二

　
皆
様
の
周
り
に
、
新
し
く
農
業
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。
普
及
セ
ン
タ
ー
・
笠
間
市
・

城
里
町
・
各
農
協
で
は
、
農
業
を
始

め
た
い
方
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
就
農
相
談
窓
口
（
別
表
）」
で
は
、

就
農
・
研
修
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
各
種
支
援
事
業
（
制
度
資
金
や

農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
（
準
備

型
・
経
営
開
始
型
）
等
）
に
関
す
る

情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
お
近

く
の
相
談
窓
口
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
を
支
え
る
担
い
手
を
求
め
て
い
ま

す
。

　
中
央
ア
グ
リ
ク
ラ
ブ
は
、
笠
間
市

及
び
城
里
町
の
二
十
代
～
三
十
代
に

よ
る
若
手
農
業
者
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
会
員
間
の
ほ

場
を
視
察
す
る
「
相
互
訪
問
研
修
」

や
地
域
外
の
先
進
的
農
業
者
を
視
察

す
る
「
先
進
地
事
例
研
修
」
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
央
ア
グ
リ
ク
ラ
ブ
は
、

十
三
名
の
会
員
で
楽
し
く
、
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
若

手
同
士
で
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
農
業
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
で

き
る
良
い
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
い
つ
で
も
新
規
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
！

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
令
和
三

年
度
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
同
校
の
教
育
の
目
標
は
、
農
業
に

関
す
る
幅
広
い
視
野
と
高
度
な
生
産

技
術
や
経
営
能
力
を
持
ち
、
農
業
振

興
に
貢
献
す
る
、
優
れ
た
農
業
者
等

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
卒
業
後
は
、
四
年
生
大
学
へ

の
編
入
資
格
も
得
ら
れ
ま
す
。

　
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
県
立
農

大
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ先

茨城県立農業大学校
茨城町長岡 4070-186　TEL 029-292-0010

学　科　名
（専攻コース）

入学
定員

願書受付
期　　間 試験日 出願資格

農学科
（普通作・露地野菜・果樹） 40人 令和3年

2月１日
㈪～

令和3年
2月１９日
㈮

令和3年
3月４日
㈭

高校等を卒
業した者又
は卒業見込
みの者

畜産学科 １0人

園芸学科
（施設野菜・花き） 30人

新青年農業士
江幡　淳　氏

施設野菜
（トマト）、水稲

経営類型

新
任・退
任
農
業
三
士
の
ご
紹
介

県
立
農
業
大
学
校
学
生

後
期
募
集
！

「
中
央
ア
グ
リ
ク
ラ
ブ
」

会
員
募
集
中
！

新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
へ

〔4〕

家族経営協定を締結し、よりよい農業経営を目指しましょう


